
 

 

 

 

 

  

背筋も気持ちもきちんと伸び

て、素晴らしい態度で臨むこと

ができた２学期始業式でした。６年生代表児童からは、「小

学校生活の残りの時間は、悔いのないように勉強して、自

分を信じて努力しようと思います。みんなにすすめたい一

冊の本推進事業に挑戦し、賞をとりたいです。自分の目標

達成に向けて頑張ります。」という発表がありました。一

人一人が目標をもつこと、そこに向かって自分なりに頑張

ることは、日々成長する子供たちにとってとても大切なことです。教職員は、子供たちが

目標に向かって精一杯頑張ることができるよう、全力でサポートしていきたいと思います。 

 

家庭科室か

らの出火を想定した避難訓練を行いました。非常

ベルが鳴り響く中、子供たちは防災頭巾をかぶり、

“お・か・し・も”を守って、３分 50秒で避難を

完了しました。教職員は、通報訓練や緊急車両誘

導などの訓練も併せて行いました。いざというと

き、自分の命も友達の命も守る行動をとれるよう

になってほしいです。 

 

とても広く、

緑豊かな久賀小の環境整備のため、多くの方にご協力いた

だいております。ＫＯＳ（環境部）の皆様には、運動会に

向け、フェンス周辺の除草と花壇の整備をしていただきま

した。宮和田 FC の代表の方には、校庭の芝を短くしてい

ただきました。シルバー人材の方々にはトラック内外の除

草をしていただきました。本当にありがとうございます。 

  

５年生では、田植え体験や稲刈り

体験でお世話になった大曲在住の

小谷野守男先生をお招きして感謝を伝える会

を行いました。感謝の手紙の中には、丁寧に教

えていただいたことへの感謝の気持ちが表現

されていました。「時間と手間をかけてお米が

できることを知り、田んぼを見るたびにお米を

つくる人の気持ちを考えるようになった。」と

いった感想も見られました。体験をとおして、

多くのことを学ぶことができました。 
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